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内容の要旨および審査の結果の要旨
妊娠初期（３ケ月以内）に妊婦が風疹ウイルスの初感染を受けると、高率に先天性風疹症候群を示す奇
形児が生まれる。それ故に高い風疹Ｈ１抗体価を有する妊婦の風疹ウイルス初感染時期を正確に診断する
ことは極めて重要である。しかしながら、その診断法は十分ではないのが現状である。著者は高い風疹
、抗体価保有妊婦の初感染時期をより正確に診断することを目的として本研究を行った。なお風疹IgM、
IgG抗体価の測定には基礎実験に基ずきELISAを用いた。
1．まず、風疹ウイルス感染時の抗風疹ウイルス抗体価の変動の特徴をみるために、風疹Ⅲ抗体陰性者
22例、陽性者25例について風疹生ワクチン接種後の血中風疹IgM、ＩｇＧ抗体価をワクチン接種後１年にわ
たり測定し、次の結果を得た。１）風疹Ｈ１抗体陰性例では、風疹IgM抗体はワクチン接種３週後より出
現し、抗体価は４週後で最高値を示した後、３ケ月後まで急減し、以後は漸減した。風疹IgG抗体はワク
チン接種３週後より出現し、抗体価は３ケ月後にまでおよぶ緩やかな上昇が見られた。２）風疹Ｈ１抗体
陽性例では接種２週後でIgM、ＩｇＧ抗体価にわずかな変化がみられた。ＩｇＭ、IgG抗体いずれにおいても
抗体価の上昇例ではワクチン接種１ケ月以後は抗体価が低下する傾向がみられた。
２．次に、風疹ウイルス顕性感染（初感染）例36例、および自然再感染例６例について風疹抗体価の変動
を検討し、以下の結果を得た。１）初感染例の風疹IgM抗体は発疹出現日（感染２週後）から４日後ま
でに全例で陽性となり、抗体価は発疹出現１週後（感染３週後）にピークを呈した後は感染約３ケ月後ま
で急速に低下した。また、風疹IgG抗体は発疹出現５日後までに全例で陽性となり、抗体価は急激な上昇
の後に緩やかに上昇して、プラトーに達するのに感染後約３ケ月を要した。２）自然再感染例については
６例中２例がIgM抗体陽性となったが、IgG抗体は顕性感染例とは異なり早期に最高値に達した後低下
した。
以上の結果より、高い風疹Ｈ１抗体価を有する妊婦の風疹ウイルス初感染後３ケ月以内の診断は、ELISA
を用いたシリーズ血清による風疹IgM、IgG抗体価の解離（IgM抗体価は低下し、IgG抗体価は上昇）と
いう特徴的な推移の観察により可能であることが示された。
以上、本研究は高い風疹H1抗体価を有する妊婦の風疹ウイルス初感染時期の診断法を開発したもので
あり、ウイルス学、産科学に寄与する価値ある論文と評価された。
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